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教
育
委
員
会
、
そ
の
他
教
育
行
政
に
関
す
る

事
項
、
住
民
課
、
保
健
福
祉
課
、
そ
の
他
社
会

福
祉
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
、
生
活
環
境
課
、
農
業
委
員
会
、

建
設
課
、
そ
の
他
産
業
建
設
行
政
に
関
す
る
事

項
を
所
管
し
ま
す
。

総
務
課
、
企
画
財
政
課
、
税
務
課
、
ガ
ス
課
、

会
計
課
、
議
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
及

び
監
査
委
員
、
他
の
常
任
委
員
会
に
属
し
な
い

事
項
を
所
管
し
ま
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
企
業
常
任
委
員
会

蕘 第
１
回
臨
時
議
会

②

第
１
回
臨
時
議
会

平
成
19
年
第
１
回
臨
時
議

会
が
３
月
28
日
に
招
集
さ
れ
、

長
生
郡
市
合
併
協
議
会
の
設

置
に
関
す
る
協
議
及
び
平
成

19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
審
議
し
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

長
生
郡
市
合
併
協
議
会
の
設

置
を
可
決

茂
原
市
、
一
宮
町
、
睦
沢

町
、
長
生
村
、
白
子
町
、
長

柄
町
及
び
長
南
町
の
合
併
に

関
す
る
協
議
を
行
う
た
め
規

約
を
定
め
、
長
生
郡
市
合
併

協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、

市
町
村
長
、
議
会
議
長
、
議

会
の
合
併
問
題
調
査
特
別
委

員
長
、
学
識
経
験
者
、
千
葉

県
知
事
が
推
薦
す
る
県
職
員

１
名
の
計
44
名
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

長
生
郡
市
合
併
協
議
会
の

設
置
に
伴
う
長
南
町
分
の
負

担
金
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

第
２
回
臨
時
議
会
　
議
長
等
議
会
人
事
が
決
定

平
成
19
年
第
２
回
臨
時
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
私
ど
も
は
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
を
受
け
、
議
長
並
び
に
副

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
各
地
方
自
治
体
と
も
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
、

少
子
高
齢
化
対
策
等
の
山
積
す
る
諸

課
題
に
対
し
、
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
長
生
郡
市
合
併
協
議

会
が
設
置
さ
れ
、
来
年
４
月
１
日
の

合
併
を
目
指
し
、
各
種
調
整
事
項
に

つ
い
て
活
発
な
論
議
が
展
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

合
併
は
、
分
権
型
社
会
の
転
換
に

対
応
し
、
町
が
自
立
し
た
総
合
行
政

体
に
進
化
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
人

口
減
少
、少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
国
・
県
・
市

町
村
を
通
し
た
巨
額
な
財
源
不
足
な

ど
、
こ
の
地
域
の
抱
え
る
課
題
の
克

服
や
活
性
化
の
た
め
に
も
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

の
重
要
な
時
期
に
、
議
長
、
副
議
長

と
い
う
要
職
に
就
く
こ
と
と
な
り
、

改
め
て
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

公
正
の
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
、
円

滑
な
る
議
会
運
営
を
常
に
心
が
け
、

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
最
大
限

の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。今

後
と
も
、
町
議
会
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

一
般
選
挙
後
の
初
議
会
が
５
月
８
日
に
招
集
さ
れ
、
議
長
、
副
議
長
を
は
じ
め
各
常
任
委
員
会
委
員
、
議

会
運
営
委
員
会
委
員
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員
及
び
行
政
委
員
会
の
委
員
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ

改 選 後 の 初 議 会  会  会  

副議長

古 市 善 輝

議　長

鐚 岡 郁 男



第
２
回
臨
時
議
会

③

委員長

松 闢 　 勲

改 選 後 の 初 議 会  改 選 後 の 初 議改 選 後 の 初 議

副委員長

和 田 和 夫

委　員

金 杉 と み

委　員

鐚 岡 郁 男

委　員

松 崎 剛 忠

委　員

相 　 忠 男

委員長

今関 文平衛

副委員長

丸 島 な か

委　員

古 市 善 輝

委　員

岩 闢 重 良

委　員

今 井 三 郎

委員長

花 闢 哲 也

副委員長

古 山 武 夫

委　員

石 井 正 己

委　員

丸 　 敏 光

委　員

吉 野 明 夫



議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
の

運
営
に
関
す
る
事
項
、
議
会
の
会

議
規
則
、
委
員
会
条
例
等
に
関
す

る
事
項
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

調
査
を
行
い
、
議
案
、
陳
情
等
を

審
査
し
ま
す
。

委
員
長

丸
　
　
　
敏
　
光
　

副
委
員
長

松
　
闢
　
　
　
勲
　

委
　
　
員

花
　
闢
　
哲
　
也
　

委
　
　
員

今
　
関
　
文
平
衛
　

委
　
　
員

金
　
杉
　
と
　
み

委
　
　
員

古
　
市
　
善
　
輝

委
　
　
員

岩
　
闢
　
重
　
良

議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、
議

会
の
内
容
を
広
く
住
民
に
伝
え
る

た
め
、
調
査
、
検
討
を
行
い
、

「
ち
ょ
う
な
ん
ま
ち
議
会
報
」
を

発
行
す
る
も
の
で
す
。

委
員
長

古
　
山
　
武
　
夫

副
委
員
長

和
　
田
　
和
　
夫

委
　
　
員

丸
　
島
　
な
　
か

委
　
　
員

古
　
市
　
善
　
輝
　

委
　
　
員

今
　
井
　
三
　
郎

長
生
郡
市
合
併
問
題
の
調
査
研

究
、
検
討
を
行
う
た
め
、
全
議
員

で
構
成
す
る
合
併
問
題
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
長

相
　
　
　
忠
　
男

副
委
員
長

丸
　
　
　
敏
　
光

委
　
　
員

全
　
　
議
　
　
員

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

は
、
共
同
処
理
す
る
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
水
道
、
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
、
消
防
、
病
院
、
火
葬

場
・
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
な
ど

郡
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
長
の
職
に
あ
る
者
　
　
　
　

鐚
　
岡
　
郁
　
男

議
会
に
お
い
て
選
挙
さ
れ
た
者

今
　
井
　
三
　
郎

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、

県
内
全
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域

連
合
が
運
営
す
る
独
立
し
た
保
健

制
度
に
変
わ
り
、
千
葉
県
内
の
市

町
村
か
ら
各
１
名
の
議
員
を
選
出

し
、
高
齢
者
医
療
の
適
正
な
運
営

を
図
る
も
の
で
す
。

議
会
に
お
い
て
選
挙
さ
れ
た
者

岩
　
闢
　
重
　
良

議
会
議
員
会
は
、
議
員
の
品
位

識
見
を
高
め
る
と
と
も
に
、
議
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
議
会
の
運

営
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

会
　
　
長

今
　
井
　
三
　
郎
　

副
会
長

今
　
関
　
文
平
衛
　

会
　
　
計

石
　
井
　
正
　
己
　

監
　
　
事

吉
　
野
　
明
　
夫

理
　
　
事

丸
　
島
　
な
　
か

理
　
　
事

松
　
闢
　
　
　
勲

理
　
　
事

丸
　
　
　
敏
　
光

理
　
　
事

松
　
崎
　
剛
　
忠

体
育
部
長

花
　
闢
　
哲
　
也
　

議
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
る
監

査
委
員
に
岩
闢
重
良
議
員
を
選
任

し
た
い
と
し
て
、
町
長
か
ら
提
案

さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

税
条
例
の
一
部
改
正

■
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
住
民
税
関
係

株
式
等
の
配
当
や
譲
渡
益
に
対

す
る
軽
減
税
率
の
適
用
期
限
が
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
税
関
係

高
齢
者
や
障
害
者
等
が
居
住
す

る
既
存
住
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
し
た
場
合
に
、
固
定
資
産
税
を

減
額
す
る
特
例
措
置
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

永
年
、
町
発
展
の
た
め
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
古
市
叔
司
様
、
田
中

一
男
様
の
２
名
が
任
期
満
了
に
よ

り
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
地
域
発
展
の

た
め
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

蕘 第
２
回
臨
時
議
会

④

議
会
運
営
委
員
会
委
員

〈
７
名
を
選
任
〉

合
併
問
題
調
査
特
別

委
員
会

長
生
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
議
会
議
員

〈
２
名
を
選
任
〉

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議
員

〈
１
名
を
選
任
〉

議
会
議
員
会
役
員

〈
９
名
が
就
任
〉

議
会
広
報
特
別
委
員
会

〈
５
名
を
選
任
〉

専
決
処
分
を
承
認
す
る

人
事
案
件
監
査
委
員
の
同
意

退

職

議

員

の

紹

介



蕘第
１
回
定
例
議
会

⑤

町
村
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
振
興
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
19
年
２
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
本
町
の

相
　
忠
男
議
員
、
吉
野
明
夫
議
員
、
松
崎
剛
忠
議
員
、
鐚

岡
郁
男
議
員
、
古
市
善
輝
議
員
の
５
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。受

賞
さ
れ
た
５
名
の
議
員
か
ら
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

15
年
と
い
う
月
日
が
流
れ
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
町
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
精
一
杯
が
ん
ば

り
た
い
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

前列左から相議員、吉野議員
後列左から松崎議員、鐚岡議員、古市議員

第
１
回
定
例
議
会

平
成
19
年
度
各
会
計
当
初
予
算
な
ど
28
議
案
を
可
決
す
る

平
成
19
年
度
予
算
に
あ
た
っ
て

は
、
国
・
県
の
予
算
編
成
方
針
、

地
方
財
政
計
画
を
参
考
に
、
３

ヶ
年
実
施
計
画
に
位
置
付
け
さ

れ
た
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
事
業

の
う
ち
、
特
に
学
校
、
道
路
関

係
の
事
業
に
つ
い
て
、
重
要
度
、

緊
急
性
を
考
慮
し
、
21
年
度
ま
で

の
財
政
見
通
し
を
立
て
、
当
面
、

財
政
調
整
基
金
を
中
心
に
各
種

基
金
の
活
用
を
図
る
中
で
、
先

取
り
し
て
事
業
展
開
す
る
予
算

が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

住
民
か
ら
の
要
望
を
よ
り
早
く
、

効
果
的
、
効
率
的
に
対
応
・
完

了
さ
せ
る
た
め
、
21
年
度
ま
で
の

期
間
を
一
単
位
の
事
業
年
度
と

し
て
捉
え
、
財
政
状
況
を
十
分

勘
案
す
る
中
で
、
住
民
要
望
に

応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
事
業
は
、
本
町
独
自
の

少
子
化
対
策
と
し
て
の
乳
幼
児

医
療
費
助
成
の
自
己
負
担
額
無

料
化
、
土
木
費
に
お
い
て
は
、

道
路
改
良
、
橋
梁
整
備
事
業
、

教
育
費
に
お
い
て
は
、
前
年
度

に
引
続
き
、
中
学
校
の
建
設
工

事
及
び
教
育
施
設
整
備
事
業
等

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
第
１
回
定
例
議
会
は
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
平
成
18
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
道
路
線
の
廃
止
・
認

定
な
ど
28
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
内
容
が
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

詳
細
な
審
査
を
行
い
、
審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
２
名
の
議
員
が
行
い
、
論
議
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

51
億
３，
０
０
０
万
円

《
前
年
度
比
12
・
７
％
増
》

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn



第
１
回
定
例
議
会

⑥

農
業
集
落
排
水
処
理

場
か
ら
発
生
す
る
汚
泥

に
つ
い
て
、
平
成
18
年
12
月
に
農

林
水
産
省
よ
り
肥
料
登
録
を
受

け
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

肥
料
の
成
分
、
販
売
価
格
、
生

産
量
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

肥
料
の
主
な
成
分

は
、
窒
素
・
リ
ン
酸
・

カ
リ
・
炭
素
等
で
効
果
分
析
に

つ
い
て
は
、
年
１
回
行
い
ま
す
。

分
析
結
果
か
ら
は
有
害
成
分

（
砒
素
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
水
銀
等
）

は
あ
り
ま
せ
ん
。
肥
料
は
無
料

で
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
に
芝

原
処
理
場
で
配
布
し
、
発
生
す

る
汚
泥
は
月
で
２
ト
ン
で
す
。

内
管
の
白
ガ
ス
管
の

改
善
状
況
は
。
ま
た
、

大
口
供
給
を
開
始
し
た
こ
と
か

ら
収
益
も
多
く
な
っ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
起
債
の
償
還
も
あ

る
が
、
白
ガ
ス
管
の
改
善
を
行

っ
た
ら
ど
う
か
。

需
要
家
戸
数
は
２，

７
４
０
戸
で
、
改
善
済

戸
数
１，

７
１
０
戸
で
達
成
率

で
は
、
62
・
４
％
で
す
。

白
ガ
ス
管
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
経
済
産
業
省
の
指
導
に
よ

り
、
２
０
２
０
年
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
中
期
経
営
計
画
の

中
で
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

肥料登録を受け毎週木曜の午後無償で配布

【
質
　
疑
】

【
質
　
疑
】

巡
回
バ
ス
委
託
料
が

50
万
円
増
と
な
っ
て
い

る
理
由
と
前
回
と
の
変
更
点
は

何
か
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
し
て
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

変
更
点
は
４
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
い
た
も
の

を
２
コ
ー
ス
連
続
コ
ー
ス
と
し
、

街
中
の
医
療
機
関
や
金
融
機
関

へ
の
利
便
性
を
確
保
し
ま
し
た
。

50
万
円
増
の
理
由
は
、
利
用
増
を

図
る
た
め
、
巡
回
バ
ス
を
使
っ

た
「
町
探
訪
」
な
ど
の
モ
デ
ル

コ
ー
ス
を
創
り
、
土
曜
、
日
曜

に
実
施
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

巡
回
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
な
考
え
方
が
あ
り
、

児
童
に
つ
い
て
は
遠
距
離
通
学

児
童
地
域
が
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
学
校
側
と
は
現
在
の
運

行
方
法
の
中
で
お
互
い
の
す
り

あ
わ
せ
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。農

地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
事
業
の
内

容
と
地
区
の
選
定
理
由
及
び
実

施
地
区
は
ど
こ
か
。

元
か
ら
の
希
望
で
あ
り
関
原
、

東
部
、
西
部
営
農
組
合
な
ど
10
地

域
で
す
。
現
在
、
そ
の
地
域
に

適
し
た
計
画
書
等
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
示
し
、
協
議
し
て
い
ま
す
。

水
路
、
農
道
、
農
地

な
ど
の
農
業
用
施
設
を

地
域
の
農
業
者
や
農
業
者
以
外

の
人
た
ち
で
協
同
活
動
に
よ
り

維
持
・
保
全
す
る
事
業
で
そ
の

活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

実
施
地
区
の
選
定
理
由
は
地

【会計別当初予算の内訳】
伸　率（％）平成１９年度予算額（千円）会　　　　　計

１２．７５，１３０，０００一　般　会　計

１２．７１，０４３，４００国 民 健 康 保 険
特  
別  
会  
計

△２．５１，２１７，１００老 人 保 健

６．６８１９，０００介 護 保 険

２８９．７３２３，４５０笠 森 霊 園 事 業

４．６２３７，２００農業集落排水事業

１４．７５８５，５３０収益的収入

ガス事業

企 
業 
会 
計

１４．１５８５，８０２収益的支出

１６．３３５，９３１資本的収入

△ 9．４１５６，９９２資本的支出



予
算
特
別
委
員
会

⑦

予
算
特
別
委
員
会
　
委
員
長

鐚

岡
郁
男

予
算
特
別
委
員
会
は
３
月
５

日
に
議
長
を
除
く
17
名
で
設
置
し

ま
し
た
。

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
の

内
容
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
慎
重
か
つ
詳
細
に
審
査

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
、
総

務
企
業
、
産
業
建
設
、
教
育
民

生
の
３
つ
の
分
科
会
を
設
置
し
、

３
月
６
日
、
７
日
に
執
行
部
の

出
席
を
求
め
、
書
類
審
査
と
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
３
月

８
日
に
３
分
科
会
の
審
査
結
果

報
告
を
求
め
る
中
、
次
の
意

見
・
要
望
を
付
し
、
議
案
第
21
号

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
は
賛

成
多
数
を
も
っ
て
、
原
案
の
と

お
り
こ
れ
を
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

１

税
源
移
譲
に
伴
う
個
人
住
民

税
に
未
納
が
生
ず
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
国
・
県
と
の
連
携

を
強
化
し
、
未
納
者
の
解
消
に

努
め
ら
れ
た
い
。

２

野
見
金
牧
場
跡
地
に
つ
い
て

は
、
合
意
事
項
に
基
づ
き
返
還

し
、
地
元
に
よ
る
維
持
管
理
に

移
行
さ
れ
た
い
。

３

非
常
備
消
防
団
員
の
活
動
及

び
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
、
広
域
消
防
本

部
及
び
消
防
団
と
十
分
な
整
備

調
整
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

４

平
成
19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
趣

旨
が
地
域
住
民
に
浸
透
し
、
農

業
資
源
の
保
全
・
向
上
の
有
効

な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
推
進

さ
れ
た
い
。

５

本
年
度
は
、
道
路
改
良
・
舗

装
・
排
水
・
橋
梁
整
備
等
の
事

業
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、
実
施

に
あ
た
っ
て
は
計
画
的
に
執
行

さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

６

適
正
な
汚
水
処
理
の
整
備
を

図
る
た
め
、
農
業
集
落
排
水
の

接
続
率
の
向
上
と
、
他
地
域
に

お
け
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及
促
進
に
、
よ
り
一
層
努
め
ら

れ
た
い
。

７

幼
稚
園
施
設
は
町
の
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
有
効
活
用
に
向

け
、
早
期
に
検
討
さ
れ
た
い
。

８

医
療
制
度
改
正
内
容
を
解
り

や
す
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
努
め
ら
れ
た

い
。

９

圏
央
道
の
供
用
開
始
が
見
込

ま
れ
る
中
、
通
学
道
路
の
歩
道

整
備
を
推
進
さ
れ
、
登
下
校
時

に
お
け
る
児
童
生
徒
の
危
険
防

止
を
図
ら
れ
た
い
。

意
見
要
望
事
項

予算審査する教育民生分科会

歳 入 
合計 

5,130,000

町　税 
構成比 
25.0% 

本年度予算額 
1,281,211

自動車取得税 
交付金 

1.4%　70,000

交通安全対策 
特別交付金 
0.1%　3,000

地方譲与税 
1.9%　100,000

地方交付税 
19.7% 
1,010,000

地方消費税 
交付金 

1.8%　93,000

その他 
0.2%　14,200

ゴルフ場利用税 
交付金 

2.2%　115,000分担金及び負担金 
1.3%　66,580

使用料及び手数料 
1.1%　55,647

国庫支出金 
3.2%　165,187

県支出金 
2.6% 
133,672

財産収入 
0.6% 
31,322 繰入金 

23.8％ 
1,220,351

繰越金 
1.0%　50,000

諸収入 
1.1%　55,730

町　債 
13.0%　665,100

単位：千円 

歳 出 
合計 

5,130,000

議会費 
構成比 
1.7% 

本年度予算額 
88,755

総務費 
15.0%　770,867

民生費 
11.8%　605,848

衛生費 
10.6%　540,931

農林水産業費 
9.7%　498,698

商工費 
0.6%　29,741

土木費 
8.3%　426,581

消防費 
3.0%　152,550

教育費 
25.5%　1,308,867

災害復旧費 
0.0%　4

公債費 
8.5%　434,786

諸支出金 
5.1%　262,372

予備費 
0.2%　10,000

町　税 
構成比 
25.0% 

本年度予算額 
1,281,211

地方交付税 
19.7% 
1,010,000

繰入金 
23.8％ 
1,220,351

総務費 
15.0%　770,867

民生費 
11.8%　605,848

衛生費 
10.6%　540,931

教育費 
25.5%　1,308,867
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蕘 条
　
例
　
関
　
係

⑧

■
長
南
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

特
別
職
及
び
教
育
長
と
同
様
、
行
政
改
革
に
よ
る
削
減
及
び
千
葉
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
少
子
化
対
策
に
配
慮
し
た
職
員
手
当
を
支
給
す

る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
長
南
町
教
育
施
設
整
備
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

こ
の
基
金
に
よ
り
中
学
校
校
舎
等
の
改
築
工
事
に
着
工
す
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
実
施
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
小
中
学
校
施
設
整
備
ま

で
、
こ
の
基
金
で
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
残
る
基

金
を
一
般
の
財
政
調
整
基
金
に
移
し
、
こ
れ
ま
で
控
え
て
き
た
農
林
・
土

木
事
業
あ
る
い
は
災
害
等
に
備
え
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

■
長
南
町
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

《
一
部
事
務
組
合
に
関
す
る
協
議
》

■
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増

減
及
び
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

の
制
定
に
関
す
る
協
議

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
組
織

団
体
が
増
加
す
る
こ
と
及
び
北
総
西
部
衛
生
組
合
が
解
散
す
る
こ
と
に
よ

る
減
並
び
に
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
会
計
管
理
者
の
設
置
等
か
ら
協

議
す
る
も
の
で
す
。

■
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
字
句
の
訂
正
、
条
文
の
整
理
が
必
要
と
な

り
関
係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
も
の
で
す
。

《
制
　
　
定
》

■
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
「
助
役
」
は

「
副
町
長
」
に
「
収
入
役
」
は
廃
止
さ
れ
、「
会
計
管
理
者
」
を
置
く
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
吏
員
そ
の
他
の
職
員
」
は
「
職
員
」
に
改
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
関
係
条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
で
、
監
査
委
員
条
例
な
ど

４
つ
の
条
例
の
一
部
改
正
を
一
括
し
て
行
う
も
の
で
す
。

■
長
南
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
助
役
に
代
え
て
副
町
長
を
置
き
、
そ
の
定
数

は
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

■
長
南
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例

今
ま
で
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
の
供
給
や
不
動
産
の
契
約
に
限
っ
て
翌
年

度
以
降
に
わ
た
り
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
リ
ー
ス
契
約
な
ど
翌
年
度
以
降
長

期
に
わ
た
っ
て
物
品
を
借
り
入
れ
る
場
合
に
も
長
期
継
続
契
約
が
で
き
る

よ
う
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

《
一
部
改
正
》

■
長
南
町
職
員
定
数
条
例

長
南
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け
る
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
事
務
を
図
る
た
め
、
職
員
定
数
を
削
減
す
る
た
め
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

民
間
企
業
の
勤
務
形
態
に
お
い
て
、
休
息
時
間
に
相
当
す
る
制
度
が
ほ

と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
国
・
県
に
準
じ
て
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

■
長
南
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
目
的
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
給
料
の
削
減
を

実
施
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。



蕘補

正

予

算

⑨

長
南
中
学
校
校
舎
等
改
築
事

業
に
係
る
補
助
金
等
の
確
定
に

伴
う
継
続
費
の
変
更
、
各
種
事

務
事
業
の
精
算
、
老
人
保
健
特

別
会
計
へ
の
繰
出
し
、
教
育
施

設
整
備
基
金
繰
入
金
の
減
額
及

び
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立

て
を
主
に
補
正
を
す
る
も
の
で
、

補
正
後
の
総
額
は
45
億
５，

０
２

２
万
６
千
円
で
す
。

バ
ス
運
行
補
助
金
40

万
円
の
減
額
の
理
由
を

お
伺
い
し
ま
す
。

小
湊
バ
ス
坂
本
路
線

へ
の
運
行
補
助
金
で
あ

り
、
会
社
側
で
嘱
託
の
活
用
な

ど
で
赤
字
額
減
少
に
努
め
た
結

果
、
補
助
金
が
減
額
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

債
務
負
担
行
為
の
固

定
資
産
画
地
認
定
基
礎

資
料
作
成
事
業
の
補
正
内
容
に

つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

21
年
度
の
評
価
替
え

に
向
け
、
18
年
度
か
ら

20
年
度
ま
で
の
３
ヶ
年
の
債
務
負

担
で
お
願
い
し
ま
し
た
。
契
約

後
の
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
の

結
果
、
調
査
を
早
期
に
終
了
さ

せ
、
20
年
度
は
内
部
事
務
を
行
う

こ
と
と
し
た
の
で
、
期
間
変
更
、

契
約
額
に
よ
る
限
度
額
の
補
正

を
し
た
も
の
で
す
。

精
算
に
伴
う
財
源
の
組
み
替

え
と
保
険
給
付
費
に
お
い
て
、

過
去
に
例
を
見
な
い
入
院
件
数
、

日
数
の
増
に
よ
る
補
正
を
す
る

も
の
で
、
補
正
後
の
総
額
は
９

億
９，

８
６
６
万
９
千
円
で
す
。

当
初
見
込
み
よ
り
受
給
者
数

の
減
少
に
伴
い
、
医
療
給
付
費

の
減
少
に
よ
る
補
正
を
す
る
も

の
で
、補
正
後
の
総
額
は
12
億
２，

２
７
０
万
９
千
円
で
す
。

通
所
系
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
増
、

超
過
交
付
を
受
け
た
過
年
度
分

国
庫
支
出
金
の
返
還
金
を
主
に

補
正
を
す
る
も
の
で
、
補
正
後

の
総
額
は
７
億
４，

２
８
２
万

２
千
円
で
す
。

事
務
事
業
及
び
工
事
費
関
係

の
精
算
と
墓
所
使
用
料
の
増
額

分
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立

て
補
正
を
す
る
も
の
で
、
補
正

後
の
総
額
は
８，

７
８
６
万
５

千
円
で
す
。

一
般
会
計
（
第
４
号
）

１
億
３，
９
３
４
万
８
千
円

を
減
額

【
質
　
疑
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

４，

７
６
９
万
２
千
円

を
増
額

事
務
事
業
の
精
算
に
よ
る
補

正
を
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の

総
額
は
２
億
２，

４
９
５
万
４

千
円
で
す
。

山
内
ダ
ム
用
地
と
し
て
使
用

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
山
内
地

区
に
お
い
て
１
路
線
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
埴
生
川

Ⅲ
期
地
区
で
整
備
さ
れ
た
水
沼

地
区
と
岩
撫
地
区
の
連
絡
道
１

路
線
を
町
道
と
し
て
認
定
す
る

も
の
で
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
１
号
）

２，

５
９
９
万
１
千
円

を
減
額

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
４
号
）

１，

２
２
５
万
１
千
円

を
増
額

笠
森
霊
園
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

５
６
１
万
３
千
円

を
増
額

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

１
６
６
万
４
千
円

を
減
額

道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定水沼と岩撫を結ぶ連絡道

補

正

予

算
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あ
る
が
、
今
ま
で
の
協
議
経
過
を

踏
ま
え
た
中
で
、
継
続
事
業
と
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

合
併
協
議
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及

び
市
町
村
合
併
に
対
す
る
意
見
募

集
を
町
が
独
自
で
行
い
、
前
回
と

同
様
に
、
集
落
ご
と
に
説
明
会
を

開
催
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
住
民
投
票
や
合
併
の

是
非
を
記
入
で
き
る
受
取
人
払
い

の
ハ
ガ
キ
等
で
、
住
民
の
意
思
で

合
併
を
決
め
る
事
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

合
併
協
議
会
設
置
を
経
て
、
平

成
19
年
４
月
に
法
定
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
４
月
中
に
第
１
回
法
定

協
議
会
の
開
催
予
定
で
す
。
協
議

が
進
ん
だ
中
で
、
１
カ
所
又
は
複

数
カ
所
で
の
説
明
会
を
考
え
、
集

落
ご
と
の
開
催
は
状
況
に
よ
り
判

断
し
ま
す
。

町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
と
協

議
し
、
合
併
の
最
終
判
断
を
行
い

ま
す
。
今
現
在
は
住
民
投
票
も
し

く
は
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

⑩

町
民
の
代
表
の
議
会
と
協

議
し
判
断
し
ま
す

町
　
長

平
成
21
年
度
に
は
圏
央
道
の

（
仮
称
）
茂
原
・
長
南
イ
ン
タ
ー

が
供
用
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、

町
内
の
交
通
量
の
増
加
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
交
通
量
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
長
南
バ
イ
パ
ス

の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
長
南
バ
イ
パ
ス
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

ま
た
、
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状

況
と
の
関
わ
り
も
あ
り
ま
す
が
、

現
実
の
問
題
と
し
て
、
特
に
児

童
生
徒
の
交
通
事
故
対
策
の
面

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

千
葉
県
は
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
の
耐

震
化
率
を
９
割
に
引
き
上
げ
る
千

葉
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
案
を
公

表
。
平
成
20
年
度
ま
で
に
地
震
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表
を
市
町
村

へ
求
め
、
耐
震
診
断
の
補
助
事
業

へ
支
援
を
行
い
ま
す
。

耐
震
改
修
促
進
計
画
の
作
成
時

期
と
対
象
の
全
体
建
物
数
と
そ
の

内
の
公
共
施
設
数
と
耐
震
診
断
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
診
断
・
改
修
に
、

町
が
助
成
制
度
を
つ
く
り
支
援
を

し
た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

県
が
本
年
３
月
ま
で
に
作
る
耐

震
改
修
促
進
計
画
策
定
を
参
考

に
、
町
は
平
成
20
年
度
を
目
標
に

計
画
を
作
り
ま
す
。

耐
震
診
断
、
改
修
の
努
力
義
務

対
象
の
民
間
建
築
物
は
な
く
、
庁

舎
１
棟
が
対
象
で
す
。
昭
和
56
年

以
前
の
建
築
物
は
、
民
間
４，

１

７
３
棟
、
公
共
28
棟
、
合
わ
せ
て

４，

２
０
１
棟
で
す
。

公
共
施
設
の
耐
震
化
は
、
中
学

校
新
築
工
事
が
終
わ
れ
ば
、
小
・

中
学
校
の
す
べ
て
の
耐
震
性
が
確

保
さ
れ
ま
す
。
耐
震
診
断
、
耐
震

改
修
の
補
助
制
度
は
、
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
作
る
中
で
検
討
し
ま

す
。

県
独
自
の
重
度
心
身
障
害
者
医

療
助
成
事
業
は
、
４
月
か
ら
入
院

時
１
食
２
６
０
円
の
負
担
補
助
を

打
ち
切
り
、
８
月
か
ら
は
世
帯
単

位
で
所
得
制
限
を
導
入
し
ま
す
。

事
業
を
町
が
続
け
る
よ
う
に
提
案

し
ま
す
。

ま
た
、
長
南
町
は
結
核
・
精
神

病
療
養
費
助
成
制
度
が
あ
り
、
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
合
併
し
て
も
こ
の
制
度
を
継

続
し
、
患
者
の
命
と
健
康
を
守
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

食
事
療
養
費
へ
の
補
助
廃
止

は
、
対
象
者
へ
の
周
知
が
時
間
的

に
不
十
分
な
事
や
規
則
整
備
も
必

要
で
、長
生
管
内
で
協
議
の
結
果
、

実
施
時
期
を
本
年
８
月
に
し
ま

す
。結

核
・
精
神
病
医
療
費
助
成

は
、
新
市
で
の
実
施
に
、
課
題
も

平
成
20
年
度
ま
で
に
作
る

計
画
で
検
討
へ

補
助
制
度
の
廃
止
は
８
月

か
ら
に
延
期

町
　
長

町
　
長
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健
康
で
長
生
き
は
誰
し
も
の
願

い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
健
診
を

疾
病
の
早
期
発
見
に
と
ど
め
る
だ

け
で
な
く
、
予
防
へ
の
動
機
付
け

の
機
会
と
と
ら
え
町
民
が
年
１
回

は
必
ず
受
診
す
る
よ
う
事
業
を
推

進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

財
政
的
効
果
等
か
ら
集
団
健
診
が

主
で
あ
り
、集
団
健
診
の
場
合
は
、

日
時
、
場
所
が
指
定
さ
れ
る
た
め

当
該
日
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
健
診
の
機
会
を
町
で
実

施
す
る
集
団
健
診
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
医
療
機
関
に
お
い
て
も
本

人
の
一
部
負
担
を
導
入
す
る
こ
と

を
前
提
に
受
診
で
き
る
制
度
は
検

討
で
き
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町
で
は
現
在
、
郡
市
医
師
会
や

県
民
保
健
予
防
財
団
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
町
民
の
健
康
管
理
の

た
め
基
本
健
診
や
各
種
が
ん
検
診

を
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
医
師
会
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
協
議
し
日
程
を
決
め
、該
当
者
、

希
望
者
に
状
況
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

実
施
日
時
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
都
合
に
よ
り
指
定
日
時
に
受

診
で
き
な
い
場
合
は
、
都
合
の
よ

い
ほ
か
の
実
施
日
に
受
診
で
き
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
に
お
い
て
は
、
既

に
医
師
会
と
協
議
も
終
了
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
ど
お
り
集

団
健
診
で
実
施
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑪

か
ら
既
存
の
国
道
４
０
９
号
及
び

県
道
長
柄
大
多
喜
線
の
交
通
安
全

対
策
は
急
務
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

長
南
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、

県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
整
備
し

て
い
る
延
長
１
９
０
０
メ
ー
ト
ル

の
２
車
線
道
路
で
す
が
、
用
地
買

収
が
終
了
し
て
い
る
部
分
は
役
場

近
く
か
ら
坂
本
方
面
に
向
け
て
４

０
０
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
買
収
率

と
し
て
は
15
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で

す
。
今
後
は
、
財
政
的
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
一
つ
一
つ
財
政

的
な
裏
付
け
を
得
る
中
で
、
県
に

早
期
に
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

強
力
に
お
願
い
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
道
４
０
９
号
及
び
県
道
長
柄

大
多
喜
線
の
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
で
す
が
、
財
政
的
に
許
す
こ

と
で
あ
る
な
ら
ば
早
急
に
実
施
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
県
に
お
願
い

す
る
以
外
に
な
い
わ
け
で
あ
り
、

引
続
き
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

長
南
町
全
体
の
農
地
面
積
に
対

す
る
現
在
の
営
農
組
織
の
カ
バ
ー

率
は
約
24
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、

残
り
は
未
利
用
地
等
も
あ
り
ま
す

が
、
多
く
は
小
規
模
と
い
わ
れ
る

程
度
の
面
積
を
「
機
械
が
こ
わ
れ

る
ま
で
」「
身
体
が
続
く
限
り
」

と
頑
張
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
小
規
模
農
業
者
に
対

し
て
は
最
終
的
に
は
大
規
模
営
農

組
織
へ
の
加
入
、
耕
作
委
託
等
を

促
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
大
規
模
営
農
組
織
へ
の

加
入
、
耕
作
委
託
ま
で
の
期
間
、

自
分
で
農
業
を
継
続
し
た
い
と
考

え
て
い
る
者
に
対
し
、
機
械
及
び

作
業
の
共
同
化
、
小
規
模
営
農
組

織
設
立
の
た
め
の
補
助
制
度
ま
た

は
情
報
提
供
等
は
で
き
な
い
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
る
国
の

新
た
な
経
営
安
定
対
策
に
お
い
て

国
は
大
規
模
営
農
者
や
集
落
営
農

組
織
に
対
し
て
支
援
を
し
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
東

部
営
農
組
合
他
の
営
農
組
織
、
機

械
の
共
同
利
用
を
中
心
と
し
た
小

規
模
営
農
組
織
に
対
し
て
補
助
金

の
交
付
を
は
じ
め
と
し
支
援
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
支

援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
の
農
林
業
振
興
補
助
金
要

綱
で
も
新
た
に
営
農
組
織
区
域
外

で
小
規
模
営
農
組
合
を
設
立
す
る

場
合
は
支
援
で
き
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
小
規

模
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
機
械
の

共
同
利
用
希
望
、
実
態
に
沿
っ
た

と
こ
ろ
の
情
報
提
供
、
各
種
案
内

も
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

引
続
き
県
に
要
望
し
ま
す

町
　
長

今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま

す

町
　
長

町
　
長

今
ま
で
ど
お
り
集
団
健
診

で
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引
き
続
き
口
座
振
替
率
の
ア
ッ
プ

に
取
り
組
み
、
振
替
納
税
に
よ
る

収
納
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
効
果
的
で
効
率
的
な
新

た
な
収
納
対
策
の
検
討
も
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

⑫

税の収納対策について調査する総務企業常任委員会

総
務
企
業
常
任
委
員
会
は
、
議

会
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て

「
税
の
収
納
対
策
等
に
つ
い
て
」

を
案
件
と
し
、
平
成
18
年
11
月
24

日
・
25
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
静

岡
県
由
比
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

さ
て
、
由
比
町
の
町
税
収
納
率

で
す
が
、
平
成
17
年
度
決
算
で
は

現
年
課
税
分
99
・
５
％
、
滞
納
繰

越
分
46
・
８
％
、
全
体
で
は
99
・

０
％
で
静
岡
県
に
お
い
て
ト
ッ
プ

の
収
納
率
で
あ
り
ま
し
た
。

税
収
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み

で
は
、職
員
一
人
で
の
訪
問
徴
収
、

口
座
振
替
の
推
進
、
町
補
助
金
等

の
交
付
後
収
納
の
３
点
に
特
徴
が

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
納
税
意

識
や
口
座
振
替
率
の
高
さ
も
あ
り

高
収
納
率
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
慮
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

由
比
町
の
高
収
納
率
の
一
端
を

担
う
口
座
振
替
率
は
、
住
民
税

70
％
、
固
定
資
産
税
85
％
、
軽
自

動
車
税
66
％
、
国
民
健
康
保
険
税

89
％
、
全
体
で
は
約
78
％
が
振
替

納
税
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

振
替
率
を
高
め
る
た
め
広
報
誌
へ

掲
載
し
て
周
知
を
図
る
ほ
か
、
直

接
納
税
者
を
訪
問
し
手
続
を
お
願

い
す
る
方
法
や
転
入
者
に
は
住
民

課
窓
口
で
口
座
振
替
申
込
書
を
配

布
し
依
頼
す
る
な
ど
、
積
極
的
に

呼
び
か
け
る
対
策
が
取
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
近
年
で
は
、
振
替
納
税

が
進
み
収
納
体
制
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
で
、
税
務
課
職
員
は
８
名
か

ら
６
名
に
削
減
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

税
務
課
で
は
６
名
の
職
員
で
効

率
的
な
徴
収
を
行
う
た
め
、
毎
週

水
曜
日
を
徴
収
日
と
決
め
、
午

前
・
午
後
に
わ
か
れ
て
訪
問
徴
収

に
で
か
け
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
窓
口
業
務
が
あ
る
こ
と
か
ら

職
員
一
人
で
の
徴
収
も
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
最
近
で
は
水
曜
日
だ

け
で
は
訪
問
し
き
れ
な
い
状
況
も

あ
り
、
月
10
日
程
度
は
で
か
け
る

そ
う
で
、
職
員
一
人
で
徴
収
に
い

く
回
数
も
大
幅
に
増
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
特
徴
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
、
町
が
交
付
す
る
補
助
金
・

助
成
金
の
交
付
後
収
納
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
町

が
交
付
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、

補
助
担
当
課
は
交
付
対
象
者
、
交

付
額
、
交
付
日
を
事
前
に
税
務
課

の
決
裁
を
得
る
仕
組
み
で
、
こ
の

合
議
に
基
づ
き
税
務
課
で
未
納
者

リ
ス
ト
と
の
照
合
を
行
い
、
未
納

者
が
い
る
場
合
に
は
補
助
金
が
交

付
さ
れ
る
前
に
訪
問
し
、
交
付
を

受
け
る
補
助
金
の
全
額
又
は
一
部

を
納
付
す
る
約
束
を
さ
せ
、
収
納

に
結
び
付
け
て
い
く
内
容
で
し

た
。由

比
町
の
行
っ
て
い
る
職
員
一

人
で
の
訪
問
徴
収
、
補
助
金
の
交

付
後
収
納
は
批
判
を
受
け
が
ち
な

徴
収
方
法
で
は
あ
り
ま
す
が
、
税

収
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
必

要
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、

自
主
財
源
で
あ
る
税
収
の
確
保
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

閉
会
中
の
継
続
調
査
報
告
書
（
要
約
）

税
の
収
納
対
策
に
つ
い
て
調
査

総
務
企
業
常
任
委
員
長
　
丸
　
　
敏
　
光

今
回
の
視
察
が
本
町
の
収
納
対

策
の
一
助
と
な
り
、
今
後
の
税
収

確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

報
告
と
し
ま
す
。
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用
水
機
場
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど

施
設
の
点
検
、
補
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
永
続
的
な
持
続
と
農

地
の
持
つ
多
面
的
機
能
、
集
落
機

能
の
維
持
を
図
る
た
め
に
地
域
ぐ

る
み
の
協
同
活
動
と
、
農
業
者
ぐ

る
み
で
の
先
進
的
な
営
農
活
動
を

一
体
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
制

度
を
活
用
し
活
力
あ
る
農
業
生
産

基
盤
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た
く
要

望
い
た
し
ま
す
。

⑬

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
案
件

を
「
農
村
環
境
保
全
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
と
し
て
、
平
成
18
年

11
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
新
潟
県
魚
沼
市
並
び
に
同
市

の
宇
賀
地
地
域
保
全
会
の
調
査
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

は
少
子
高
齢
化
の
波
に
よ
り
そ
の

持
続
的
な
発
展
と
多
面
的
機
能
の

発
揮
が
失
わ
れ
か
け
て
き
て
お

り
、
農
業
生
産
環
境
を
維
持
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
る
国
の

新
た
な
経
営
安
定
対
策
に
お
い
て

は
、
農
業
の
基
盤
と
な
る
農
地
・

水
・
環
境
保
全
に
つ
い
て
支
援
策

を
打
ち
出
し
て
お
り
、
魚
沼
市
に

お
い
て
は
、
本
事
業
の
実
験
地
域

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ

と
か
ら
本
市
の
活
動
状
況
を
参
考

と
す
べ
く
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

魚
沼
市
は
、
中
山
間
地
域
が
農

地
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
こ

と
、
農
業
従
事
者
の
７
割
が
65
歳

以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
担
い
手
へ
の
集
積
が
ま
ま
な
ら

な
く
、
農
地
の
管
理
、
維
持
に
苦

労
し
て
い
る
状
況
と
の
こ
と
で

す
。平

成
19
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま

る
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
打
開

策
と
し
て
大
い
に
期
待
を
持
っ
て

市
内
の
宇
賀
地
地
域
を
実
験
地
域

と
し
手
を
上
げ
た
と
の
こ
と
で

す
。宇

賀
地
地
域
は
１
１
０
ha
の
区

域
で
魚
沼
市
の
西
部
に
位
置
し
、

魚
野
川
と
田
河
川
左
岸
に
開
け
た

平
野
で
、
水
稲
を
中
心
に
、
転
作

に
よ
る
花
卉
栽
培
も
定
着
し
て
い

る
中
間
農
業
地
帯
で
す
。
地
域
内

の
水
田
は
、
昭
和
43
年
か
ら
47
年

に
か
け
て
10
か
ら
20
ha
区
画
で
整

備
済
み
で
す
が
、
現
在
は
約
70
ha

で
県
営
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
中

で
あ
り
、
農
業
経
営
の
安
定
を
目

指
す
一
方
、
従
来
か
ら
水
路
法
面

の
植
栽
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、

景
観
形
成
に
対
す
る
協
同
活
動
が

盛
ん
な
地
域
で
す
。

地
域
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
「
宇

賀
地
小
学
校
」
が
位
置
し
、
東
西

に
縦
断
す
る
国
道
17
号
と
、
そ
の

沿
線
に
住
宅
地
が
広
が
っ
て
お

り
、
今
後
も
国
道
沿
線
の
宅
地
化

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本
地
域

で
は
良
好
な
農
村
景
観
を
保
全
す

る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
連
携

し
た
自
然
や
生
き
物
に
対
す
る
環

境
保
全
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
集

落
機
能
の
維
持
と
定
住
人
口
の
拡

大
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

「
宇
賀
地
地
域
資
源
保
全
会
」
を

設
立
い
た
し
ま
し
た
。

活
動
組
織
の
構
成
は
地
域
交
流

型
と
し
魚
野
川
左
岸
用
水
管
理
組

合
を
中
心
に
農
家
組
合
、
用
水
組

合
、
自
治
会
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

老
人
会
、
土
地
改
良
組
合
等
20
団

体
が
地
域
内
で
連
携
し
て
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

環
境
資
源
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
雑
草
の
防
除
に
ヒ
メ
イ
ワ
ダ

レ
ソ
ウ
の
植
栽
や
水
路
を
活
用
し

た
小
魚
や
鯉
等
の
自
然
飼
育
を
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
老
人
会
が
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
生
産
資
源
の
向
上
に
つ

い
て
は
、
農
家
組
合
、
用
水
路
管

理
組
合
が
中
心
と
な
り
農
道
や
水

路
の
草
刈
・
泥
上
げ
な
ど
を
実
施

し
、
基
礎
的
活
動
に
つ
い
て
は
自

治
会
、
農
家
組
合
、
用
水
管
理
組

合
、
土
地
改
良
区
が
中
心
と
な
り

農村環境保全の取り組みについて調査する産業建設常任委員会

農
村
環
境
保
全
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査

産
業
建
設
常
任
委
員
長
　
古
　
市
　
善
　
輝
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平
成
19
年
第
１
回
長
生
郡
市
広

域
市
町
村
圏
組
合
議
会
は
、
平
成

19
年
２
月
７
日
か
ら
２
月
22
日
ま

で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
平
成
18
年
度

へ
の
改
製
通
知
も
大
変
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

電
算
化
後
の
住
民
の
方
々
の
評

判
は
、「
記
載
書
式
が
縦
書
き
か

ら
横
書
き
の
箇
条
書
き
に
な
っ

て
、
見
や
す
く
読
み
や
す
く
な
っ

た
。」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た

も
の
の
、
高
齢
の
方
か
ら
は
「
従

前
の
方
が
戸
籍
ら
し
く
、
重
み
が

あ
る
。」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

電
算
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
い
て
は
、『
待
た
せ

な
い
』
を
基
本
姿
勢
と
さ
れ
、
窓

口
の
お
客
様
か
ら
「
え
、
も
う
で

き
た
の
」
と
驚
か
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
特
に
、
相
続
関

係
で
出
生
か
ら
す
べ
て
を
請
求
し

た
場
合
で
も
、
関
連
戸
籍
が
一
度

に
検
索
で
き
る
の
で
、
２
時
間
ち

か
く
も
待
た
せ
な
く
て
済
む
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
戸
籍
事
務
の
一
元
化

に
よ
り
、
安
全
で
迅
速
か
つ
正
確

な
窓
口
業
務
が
で
き
、
住
民
の

方
々
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

行
政
の
事
務
効
率
化
に
つ
い
て

は
、
18
年
度
に
職
員
１
名
を
減
少

し
、
19
年
度
で
は
機
構
改
革
に
よ

り
、
総
合
窓
口
体
制
を
図
る
計
画

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

本
町
の
戸
籍
の
電
算
化
は
、
19

年
２
月
３
日
に
改
製
さ
れ
、
５
日

か
ら
稼
動
し
て
お
り
ま
す
が
、
稼

動
後
の
事
務
も
残
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
迅
速
か
つ
適
切
に
処
理
さ

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

ま
た
、
住
民
課
の
窓
口
業
務
だ

け
で
な
く
、
全
庁
的
な
窓
口
対
応

の
改
善
に
努
め
ら
れ
、『
あ
い
さ

つ
、
笑
顔
』
を
基
本
と
し
、
住
民

の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
ご
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

⑭

広
域
議
会
の
報
告

広
域
議
会
議
員
　
今

井

三

郎

教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、
議

会
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て

「
窓
口
業
務
の
対
応
に
つ
い
て
」

を
案
件
と
し
、
平
成
18
年
11
月
24

日
・
25
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

静
岡
県
由
比
町
を
視
察
い
た
し
ま

し
た
。

さ
て
、
由
比
町
の
戸
籍
の
電
算

化
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
10
月

１
日
に
改
製
さ
れ
、
３
日
に
稼
動

い
た
し
ま
し
た
。

電
算
化
事
業
の
中
で
特
に
苦
労

し
た
点
は
、
従
前
の
戸
籍
に
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
の
疑
義
照
会
で

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
従
前
の
戸
籍

は
、
担
当
者
の
文
字
の
書
き
方
の

癖
や
好
み
、
又
は
略
字
に
よ
る
読

み
に
く
い
文
字
も
多
く
、
ま
た
、

記
載
事
項
で
あ
る
届
出
や
出
生
な

ど
の
年
月
日
、
氏
、
名
、
地
番
、

身
分
事
項
欄
な
ど
の
誤
記
・
脱
漏

な
ど
の
確
認
も
大
変
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
れ
が
他
の
複
数
の
市

町
村
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る

と
、
更
に
時
間
が
か
か
っ
た
そ
う

で
す
。

こ
れ
ら
は
職
権
で
訂
正
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
す
べ
て
の
誤

記
・
脱
漏
を
発
見
し
、
訂
正
で
き

た
こ
と
も
電
算
化
の
大
き
な
成
果

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
従
前
の
戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
「
氏
」
及
び
「
名
」
で
、

俗
字
・
略
字
な
ど
の
文
字
を
使
わ

れ
て
い
る
方
々
に
、『
電
算
化
に

伴
い
、
国
語
辞
典
あ
る
い
は
漢
和

辞
典
等
に
あ
る
文
字
で
表
記
』
す

る
旨
の
お
知
ら
せ
に
対
す
る
問
合

せ
に
も
苦
労
し
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

更
に
、稼
動
後
の
業
務
の
中
で
、

由
比
町
以
外
の
住
所
地
の
２
２
９

市
区
町
村
長
（
１，

４
５
７
件
）

窓口業務の対応について調査する教育民生常任委員会

窓
口
業
務
の
対
応
に
つ
い
て
調
査

教
育
民
生
常
任
委
員
長
　
金
　
杉
　
と
　
み

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
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⑮

設
が
25
箇
所
あ
り
、
こ
の
内
４
箇

所
で
入
札
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県

下
の
状
況
を
調
べ
、
入
札
に
移
行

で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

消
防
費
に
つ
い
て
、

救
急
車
の
走
行
距
離
が

伸
び
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
く

ら
い
伸
び
た
の
か
。
ま
た
18
年
度

で
一
番
遠
い
搬
送
先
は
ど
こ
か
。

ま
た
時
に
は
救
急
車
が
直
ぐ
に
来

ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
な
の
か
。

救
急
出
動
は
本
年
の

見
込
み
で
約
７，

５
０

０
件
。
ま
た
長
生
郡
か
ら
出
て
い

る
件
数
は
17
年
度
で
１，

７
７
０

件
、
18
年
度
は
２，

２
０
０
件
位

の
見
込
み
で
す
。
遠
い
所
は
亀
田

病
院
、
帝
京
病
院
、
千
葉
県
循
環

器
病
セ
ン
タ
ー
、
旭
中
央
病
院
な

ど
で
主
に
は
亀
田
病
院
で
、
走
行

距
離
も
今
ま
で
は
１
台
あ
た
り
年

間
３
万
㎞
く
ら
い
で
あ
っ
た
が
中

央
署
と
本
納
分
遣
所
に
お
い
て
は

年
間
４
万
㎞
か
ら
５
万
㎞
と
な
っ

て
い
ま
す
。
救
急
車
が
遅
れ
る
理

由
は
、
救
急
車
の
出
動
す
る
頻
度

が
多
い
こ
と
と
、
搬
送
先
が
遠
い

こ
と
に
よ
り
出
払
っ
て
い
る
場
合

が
多
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

の
各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

管
理
者
か
ら
平
成
19
年
度
の
施
政

方
針
が
示
さ
れ
る
中
、
各
会
計
予

算
が
提
出
さ
れ
所
管
の
常
任
委
員

会
が
付
託
を
受
け
審
査
を
行
っ
た

結
果
、
各
委
員
会
と
も
全
員
の
賛

成
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
決
定

し
、
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過
と

結
果
に
つ
い
て
本
会
議
で
報
告
が

な
さ
れ
、
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
各
会
計
予
算
に
対
す
る

委
員
会
の
主
な
質
疑
応
答
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
一
般
会
計
》可

燃
物
処
理
費
の
委

託
料
に
つ
い
て
、
委
託

業
者
を
ど
う
い
う
基
準
で
選
定
し

て
い
る
の
か
。可

燃
物
処
理
費
の
運

転
管
理
委
託
業
務
は
高

額
で
あ
る
が
特
殊
な
業
務
と
言
う

こ
と
で
プ

ラ
ン
ト
メ

ー
カ
ー
に

随
意
契
約

で
委
託
し

て
い
ま

す
。
県
下

に
同
様
施

《
特
別
会
計
火
葬
場
・
斎
場
事
業
費
》

火
葬
場
・
斎
場
用
地

の
う
ち
賃
借
し
て
い
る

面
積
と
そ
の
割
合
は
。
ま
た
、
そ

の
賃
借
料
の
単
価
は
付
近
の
土
地

と
比
較
し
て
ど
う
な
の
か
。

敷
地
面
積
は
３
万
５

２
３
裃
あ
り
、
借
地
は

11
・
９
％
の
３，

６
５
１
裃
、
借

地
料
は
裃
当
た
り
年
間
５
７
０

円
。
建
設
当
初
と
比
べ
土
地
評
価

も
年
々
下
が
っ
て
き
て
い
る
が
、

契
約
書
に
は
契
約
期
間
が
15
年
と

明
記
さ
れ
て
お
り
、
単
価
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
３
年
ご
と
に
年

金
の
ス
ラ
イ
ド
の
中
で
見
直
す
決

め
事
が
あ
る
。
従
っ
て
現
段
階
で

は
、
当
初
契
約
が
平
成
６
年
で
あ

る
の
で
、
平
成
21
年
以
降
の
見
直

し
と
な
り
ま
す
。

《
水
道
事
業
会
計
》

収
益
的
支
出
で
、
九

十
九
里
水
道
企
業
団
か

ら
の
受
水
費
が
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
基
本
水
量
を
ど
の
よ
う
に

見
直
し
た
の
か
。
ま
た
、
自
己
水

源
で
あ
る
地
下
水
の
給
水
量
が

年
々
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

施
設
能
力
の
限
界
な
の
か
。

受
水
費
は
、
日
最
大

受
水
申
込
量
に
よ
る
基

本
料
金
と
年
間
使
用
受
水
量
に
よ

る
使
用
料
金
の
二
重
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
基
本
料
金

は
、
３
ケ
年
ご
と
に
契
約
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
か

ら
の
３
ケ
年
は
、
過
去
の
実
績
お

よ
び
水
需
要
を
想
定
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
自
己
水
源
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

《
病
院
事
業
会
計
》

新
病
院
の
建
設
場
所

の
選
定
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
長
生
病
院
が
救

急
患
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
状

況
の
中
で
、
公
立
病
院
と
し
て
の

存
在
価
値
が
あ
る
の
か
。

Ａ
・
Ｂ
棟
が
老
朽
化

し
て
い
る
の
で
、
新
病

棟
の
建
設
は
必
要
と
考
え
て
い
る

が
、
現
在
そ
の
候
補
地
は
全
く
未

定
で
す
。
ま
た
、
現
在
の
長
生
病

院
の
規
模
で
は
、
３
６
５
日
の
救

急
医
療
は
難
し
い
。
長
生
圏
域
内

の
救
急
を
す
べ
て
受
け
る
に
は
、

施
設
及
び
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
充
実

が
必
要
で
す
。

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

平
成
19
年
度

長
生
郡
市
広
域

市
町
村
圏
組
合
予
算

単
位：

千
円

５，８８６，７６３一　般　会　計
３０１，９１６火葬場・斎場事業会計

５，５９０，７３４収 益 的 収 入
水道事業

会　　計
５，５５１，９６１収 益 的 支 出
７４６，１７４資 本 的 収 入

１，５０９，３８０資 本 的 支 出
３，８３０，９５６収 益 的 収 入

病院事業

会　　計
３，９３０，９５６収 益 的 支 出
３４４，９８６資 本 的 収 入
４５９，４３７資 本 的 支 出



ク イ ズ 

議
会
活
動
日
誌

議会を傍聴してみませんか

皆さんの声を町政に

傍聴の手続きは、受付簿
に住所、氏名などを記入す
るだけです。
町議会では、皆さんの生

活に密着した問題が審議さ
れますので、あなたも議会
傍聴にぜひお越しくださ
い。
平成19年第２回定例議会

は、６月に開会されます。
日程等の詳しいことは、

議会事務局（46－3390）
へお尋ねください。

議会では、町民の皆さん
のご意見やご要望を町政に
反映させたいと考えていま
す。
議会に関するご意見や議

会報を読んで感じたことを
お寄せください。
おまちしています。

長南町議会

《
応
募
方
法
》

ハ
ガ
キ
に
議
会
報
の
番
号
、
答
え
の
記
号
（
例
、
問

１
＝
Ａ
）、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学

校
名
）
を
記
入
の
う
え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
議
会

報
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
７
名
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

あ
て
先

〒
２
９
７
―
０
１
９
２

長
南
町
長
南
２
１
１
０
番
地

長
南
町
議
会
事
務
局

締
め
切
り
＝
平
成
19
年
６
月
30
日

（
当
日
消
印
有
効
）

前回の全問正解者数は、
16名で正解は問１＝Ｃ、
問２＝Ａ、問３＝Ｂでし
た。
当選者の発表は、図書カ
ードの発送をもってかえ
させていただきます。

問
１
　
平
成
19
年
第
１
回
長
南
町
議
会
臨
時
会

は
い
つ
開
催
さ
れ
ま
し
た
か
。

Ａ
　
　
３
月
23
日

Ｂ
　
　
３
月
27
日

Ｃ
　
　
３
月
28
日

問
２
　
長
生
郡
市
合
併
協
議
会
の
委
員
構
成
は

何
名
で
す
か
。

Ａ
　
　
40
名

Ｂ
　
　
44
名

Ｃ
　
　
48
名

問
３
　
議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
で
産
業
建
設

常
任
委
員
会
が
視
察
し
た
県
は
ど
こ
で
す

か
。Ａ

　
　
静
岡
県

Ｂ
　
　
新
潟
県

Ｃ
　
　
茨
城
県

3つの答えの中から正しいものを選
びハガキに書いてお送りください。
「議会報」を読めば分かります。

季
節
の
定
ま
ら
な
い
天
候
が
続

き
稲
作
の
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、田
ん
ぼ
の
苗
も
緑
を
増
し
、

力
強
く
育
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
中
学
校
の
卒
業
式
と
入

学
式
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
い
じ
め
問
題

に
象
徴
さ
れ
る
教
育
の
荒
廃
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
式
典
の
進
行
に
あ

た
っ
て
は
、
卒
業
生
・
新
入
生
・

在
校
生
の
態
度
は
立
派
で
あ
り
、

数
十
年
前
を
思
い
出
し
感
動
す
ら

覚
え
ま
し
た
。
生
徒
が
こ
の
感
動

を
忘
れ
ず
に
今
後
も
精
進
す
る
こ

と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

４
月
の
議
員
改
選
に
よ
り
議
会

報
の
編
集
委
員
も
変
わ
り
ま
し

た
。
町
民
の
方
々
が
読
ん
で
わ
か

り
や
す
く
、
町
政
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く

り
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
報
を
読
ん
で
の
感
想
、
ご

意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

（
古
山
　
武
夫
）

⑯


